
事業計画書

１ 総括 

 当財団では、『教育、文化、スポーツ、福祉及び公園緑地等を通じて県民の心身の健全な発

達に寄与し、又は豊かな人間性を涵養する。』ことを経営理念に掲げ、『つなぐ想い たのし

む心』をスローガンに、すべての人々が、健康やスポーツ、文化活動の楽しさ、喜びを体感

し、その中で、人との出会い、ふれあいを通じて心豊かで生き生きとした人生を送っていた

だける地域創りへの貢献を経営ビジョンとしている。 

 当財団は、この経営理念、経営ビジョンの計画的・効果的な達成に向け、「責任ある経営体

制の整備」「経営の効率化・自律性の向上」「自主事業の充実・強化」「生涯スポーツ社会づ

くりへの貢献」「社会的価値の向上」の５項目を経営目標に、また「笑顔と優しさをもって、

お客様に満足いただけるサービスの提供」「お客様に安心して施設を利用いただける高い品

質での管理運営」「一人一人が職務に責任を持ち、チームワークを大切に行動」「各種事業を

通じて地域の皆様と共に成長」「時代の変化を捉え、常に創意工夫しながら新しいことに挑

戦」の５項目を職員行動指針に掲げ、関係機関・団体等との連携・協働を図り、積極的・効果

的に各種事業を推進する。 

２ 事業内容 

 財団が実施する事業は以下の３分類とする。 

  ＜公１事業＞教育・文化・スポーツ系の教室、大会の開催、体育施設の管理運営を通じ

てスポーツの振興と県民の心身の健全な発達に寄与する事業 

  ＜公２事業＞公園文化の創造と展開のために、県民に癒しと安らぎを与え、地域住民が

集う地域協働型を基調とし、施設の活性化を目的とした都市公園の運営・

管理を行うことにより利用の促進を図る事業 

  ＜収１事業＞駐車場及び会議室等貸与・自動販売機設置等による物品販売に関する事業 

令和７年度実施事業 

〇 事務局総務管理課 

  ＜収１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

 方  針  施設利用者及びビッグ愛入居団体勤務者の利便性向上、熱中症予

防及び災害時の飲料水確保を行う。 



 内  容  下記による消耗品等販売事業を開催する。

     ① 自動販売機等による飲料水等販売事業 

      県民交流プラザ和歌山ビッグ愛、和歌山ビッグホエール、武道・体育センター

和歌山ビッグウエーブに自動販売機を設置する。 

 飲料水 たばこ アイス 

ビッグ愛 

11 台 

災害対応 2台 

スポーツ協会支援 1台 

スペシャルオリンピックス支援 1台 

1 台 － 

ビッグホエール 

13 台 

災害対応 1台 

ＪＯＣ支援 1台 

万博支援 1台 

1 台 － 

ビッグウエーブ 

5 台 

スポーツ協会支援 3台 

難病支援 2台 

－ 1 台 

② 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛１階売店『りとる愛』運営事業 

      ビッグ愛入居機関や施設利用者にとって利便性が高く、地元にも愛される売店

を目指し「見て楽しい」「買ってうれしい」をキャッチコピーに運営を行う。 

営業時間は、年末年始（12/29～1/3）を除く 8時 30 分～18 時 00 分とする。 

     ③ きいちゃんグッズ、ＳＰＯＳＨＩＮグッズ販売 

      各施設の窓口で、ＳＰＯＳＨＩＮグッズの販売を、ビッグ愛の窓口ではきいち

ゃんグッズの販売も行う。 

 達成目標  売店総客数   ５２，０００人 

           売店平均売上  ６５，０００円／日 

 〇 事務局事業振興課 

  ＜公１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

 方  針  多くの方が参加できるように魅力ある事業内容と広報力の強化を

図り、県民の健康づくりと賑わいのある施設づくりに寄与する。 

 内  容  スポシン出前講座、スポーツ交流大会 他８件のイベントや教室

を開催する。



 達成目標  参加者数 ４，４００人 

  １，５４０，０００円 

  ＜収１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

 方  針  財団ロゴマークを入れた物品の販売によりイメージアップと参加

者を通しての PRにつなげる。 

 内  容  教室参加者へのＴシャツの販売等を行う。

 達成目標  ３８，０００円 

〇 県民交流プラザ和歌山ビッグ愛 

 ＜公１事業＞ 

  １ 自主事業に関する業務 

 方  針  県民の心身の健康増進に資する自主事業を開催する。 

 内  容  ヨガ、ピラティス、ハワイアンフラ等２０件の教室、イベントを     

開催する。

 達成目標  参加者数１０，６００人 

 ＜収１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、親切かつ丁寧な接客サービスにより貸与施設の稼

働率と利用者数の増加を図る。 

 内  容  南駐車場、大ホール、展示ホール、会議室（６室）付属設備の利用

及び料金の徴収に関する業務を行う。 

        地元自治会、施設利用者、入居団体等を構成員とした施設運営協議

会を開催し、施設運営に関する課題についての検討会を開催する。 

 入居団体との連絡を密に施設設備の維持管理業務を行う。 

 その他、施設の利用促進（割引制度等）及び施設の運営上必要な業

務を行う。 



 達成目標  利用者数１７１，３００人 

稼働率午前６７％、午後７４％、夜間４５％ 

   ２ 自主事業に関する業務 

 方  針  施設利用者の追加要望に適切に対応することでさらなる利便性 

           の向上を図る。 

 内  容  コピーサービス、貸会場内のインターネット回線、仮設電源、追

加机及び椅子等の貸し出しを行う。 

 達成目標  １，５９２，０００円 

 〇 和歌山ビッグホエール 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  県民の健康づくりや和歌山県の競技力向上のための活動の場を提

供する。安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理

に取り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

 内  容  ホール、軽運動場、会議室、付属設備等のスポーツ利用及び料金 

の徴収に関する業務を行う。 

           安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

地元自治会、施設利用者等を構成員とした施設運営協議会を開催

し、施設運営に関する課題についての検討会を開催する。 

 施設の維持管理業務を行う。 

            その他、施設のスポーツ利用の利用促進（割引制度等）及び施設

の運営上必要な業務を行う。 

 達成目標  利用者数 １５７，０００人 

           稼働率 午前４５％ 午後４７％ 夜間４８％ 

２ 自主事業に関する業務 

 方  針  多くの方に興味を持っていただける自主事業を開催する。 

 内  容  こどもバレエ、大人バレエ 他 5件のイベントや教室を開催する。 

 達成目標  参加者数 ４０，０００人(ホエール・ウエーブ両館) 



 ＜収１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、駐車台数の増加を図る。  

 内  容  中央駐車場利用及び料金の徴収に関する業務を行う。 

 施設設備の維持管理業務を行う。 

 その他、駐車場の利用促進及び施設の運営上必要な業務を行う。 

 達成目標  ４９，０５６，０００円 

   ２ 自主事業に関する業務 

 方  針  利用者が会場運営を行いやすいよう、消耗品の販売や、安全に留

意した仮設電源の貸し出しを行う。 

 内  容  会場利用に必要な消耗品等の販売を行う。 

            仮設電源の貸し出し等を行う。 

 目  標  ２，４４７，０００円 

 〇 武道・体育センター和歌山ビッグウエーブ 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  県民の健康づくりや和歌山県の競技力向上のための活動の場を提

供する。安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理

に取り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

 内  容  アリーナ、サブアリーナ、武道場、多目的室、付属設備等のスポー

ツ利用及び料金の徴収に関する業務を行う。 

           安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

        地元自治会、施設利用者等を構成員とした施設運営協議会を開催

し、施設運営に関する課題についての検討会を開催する。 

 施設の維持管理業務を行う。 

            その他、施設のスポーツ利用の利用促進（割引制度等）及び施設

の運営上必要な業務を行う。 



 達成目標  利用者数目標 ９２，０００人 

           稼働率 午前５０％ 午後６１％ 夜間８１％ 

２ 自主事業に関する業務 

 方  針  多くの方に興味を持っていただける自主事業を開催する。 

 内  容  テニス、バドミントン 他２４件の教室やイベントを開催する。 

 達成目標  参加者数 ４０，０００人(ホエール・ウエーブ両館) 

＜収１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、駐車台数の増加を図る。  

 内  容  北駐車場利用及び料金の徴収に関する業務を行う。 

施設設備の維持管理業務を行う。 

その他、駐車場の利用促進及び施設の運営上必要な業務を行う。 

 達成目標  ６，５００，０００円 

   ２ 自主事業に関する業務 

 方  針  利用者が会場運営を行いやすいよう、消耗品の販売を行う。 

 内  容  会場利用に必要な消耗品等の販売を行う。 

 達成目標  ２１３，０００円 

 〇 河西緩衝緑地 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  県民の健康づくりや和歌山県の競技力向上のための活動の場を提

供する。安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理

に取り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

 内  容  湊緑地（テニスコート２面、ソフトボール場１面）、松江緑地（テ

ニスコート２面、多目的運動広場１面）、西松江緑地（体育館、野球

場、サッカー場）、河西公園（テニスコート２面）、河西プール等の



スポーツ利用及び料金の徴収に関する業務を行う。 

           安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

        地元自治会、施設利用者等を構成員とした施設運営協議会を開催

し、施設運営に関する課題についての検討会を開催する。 

 施設の維持管理業務を行う。 

            その他、施設の利用促進（割引制度等）及び施設の運営上必要な

業務を行う。 

 達成目標  有料公園施設利用者数 １３０，０００人 

２ 自主事業に関する業務 

 方  針  教育・文化・スポーツ系の教室、大会の開催、体育施設の管理運

営を通してスポーツの振興と県民の心身の健全な発達に寄与する。 

 内  容  ハワイアンフラ、ダンス＆ストレッチ 地域交流サッカー大会他

１４件の教室やイベントを開催する。

 達成目標  参加者数 ４，０００人 

  ＜公２事業＞ 

   １ 管理運営業務 

 方  針  利便性と快適性を併せ持ち、地域住民に愛され、親しまれる環境

を提供する。 

 内  容  公園の全般的・統括的な管理運営業務を担当し、造園施工管理技

士等の有識者を配置のうえ、公園緑化施設として専門的知識を有し

た者による運営管理を行う。 

            地元自治会、植栽管理者等を構成員とした施設運営協議会を開催

し、施設運営に関する課題についての検討会を開催する。 

 達成目標  公園緑化の専門的知識を有した受託業者と月１回会合を持ち、樹

木の状況等を把握するとともに、施設運営協議会を年１回開催し施

設管理を適正に実施する。 

   ２ 自主事業に関する業務 

 方  針  公園文化の創造と展開のために、県民に癒しと安らぎを与え、地

域住民が集う地域協働型を基調とし、施設の活性化を目的とした都

市公園の運営・管理を行うことにより利用の促進を図る。 



 内  容  ウォーキング大会、自然観察会、ドックラン事業 他１４件のイ

ベントや教室を開催する。 

 達成目標  参加者数 １，１００人 

＜収１事業＞ 

   １ 自主事業に関する業務 

 方  針  施設利用者の利便性向上、熱中症予防及び災害時の飲料水確保を

行う。 

 内  容  河西緩衝緑地の各緑地に自動販売機を設置する。 

 達成目標  ３，２８２，０００円 

 〇 和歌山県立体育館 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  県民の健康づくりや和歌山県の競技力向上のための活動の場を提

供する。安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理

に取り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

 内  容  本館、補助館、会議室、付属設備等のスポーツ利用及び料金の徴収

に関する業務を行う。 

           安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

        地元自治会、施設利用者等を構成員とした施設運営協議会を開催

し、施設運営に関する課題についての検討会を開催する。 

 施設の維持管理業務を行う。 

            その他、施設のスポーツ利用の利用促進（割引制度等）及び施設

の運営上必要な業務を行う。 

 達成目標  利用者数 ９４，０００人 

           体育場稼働率 午前８４％ 午後７５％ 夜間９４％ 

２ 自主事業に関する業務 

 方  針  親しみやすく継続しやすい教室の開催や、健康づくりやスポーツ

の楽しさを実感いただくことができる自主事業を開催する。 



 内  容  アルテリーヴォ和歌山サッカー、卓球 他１７件の教室やイベン

トを開催する。 

 達成目標  参加者数 ６，５００人 

＜収１事業＞ 

   １ 自主事業に関する業務 

 方  針  施設利用者の利便性向上、熱中症予防及び災害時の飲料水確保を

行う。 

 内  容  本館と補助館に自動販売機を設置する。 

            ラインテープや養生テープなどの消耗品販売を行う。 

 達成目標  １，２５０，０００円 

 〇 和歌山県立武道館 

 ＜公１事業＞ 

  １ 施設の運営に関する業務 

 方  針  県民の健康づくりや和歌山県の競技力向上のための活動の場を提

供する。安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理

に取り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

 内  容  武道場の利用及び料金の徴収に関する業務を行う。 

           安心・安全な施設運営のため、予防保全を心掛けた維持管理に取

り組むとともに、稼働率と利用者数の増加を図る。 

        地元自治会、施設利用者等を構成員とした施設運営協議会を開催

し、施設運営に関する課題についての検討会を開催する。 

 施設の維持管理業務を行う。 

            その他、施設のスポーツ利用の利用促進（割引制度等）及び施設

の運営上必要な業務を行う。 

 達成目標  利用者数 １４，５００人 

稼働率 午前８５％ 午後８７％ 夜間９３％ 

２ 自主事業に関する業務 

 方  針  地域団体や公共団体と協力したスポーツの振興や県民の心身の健康

保持増進に関する事業を展開する。



 内  容  スポーツウエルネス吹矢、人生 100 年健康ヨガ 他８件の教室や

イベントを開催する。 

 達成目標  参加者数 ５００人

＜収１事業＞ 

 方  針  施設利用者の利便性向上、熱中症予防及び災害時の飲料水確保を

行う。 

 内  容  空調機及び自動販売機を設置する。 

 達成目標  ５１０，０００円


